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◆
外
国
人
の
た
め
の
東
久
留
米
に

ほ
ん
ご
ク
ラ
ス　

毎
月
第
１
・
第
２
・

第
４
火
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
半
、

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
会
費
月
３

０
０
円
。入
門
・
初
級
か
ら
。ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
指
導
者
も
募
集
。詳
し
く
は

武
貞（
た
け
さ
だ
）�　

・
５
８
３
２

７３

へ
。
　

◆
居
合
道
同
好
会　

毎
週
土

曜
・
日
曜
日
午
後
４
時
半
〜
６
時

半
、ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
。

　

歳
以
上
で
長
期
継
続
で
き
る
方
。

１８初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
蒲
池
（
か

ば
ち
）�　

・
２
５
３
２
へ
。

７６

　

◆
大
正
琴
和
（
な
ご
み
）
会　

毎

月
第
１
・
第
３
木
曜
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
、
市
民
生
活
館
で
。会

費
月
２
０
０
０
円
。
無
料
講
習
あ

り
。詳
し
く
は
安
中
（
あ
ん
な
か
）
�

　

・
５
２
４
３
へ
。

７２
　

◆
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
東
京

柏
葉
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）　

毎

週
木
曜
日
が
午
後
５
時
半
〜
７
時

半
、
土
曜
日
が
午
前
９
時
〜
正
午
、

い
ず
れ
も
第
二
小
学
校
で
。
会
費

月
２
０
０
０
円
。
小
学
３
年
生
以

上
。日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
公

認
コ
ー
チ
が
指
導
。詳
し
く
は
有
賀

�　

・
８
４
４
０
へ
。

７２

　

◆
ペ
ン
習
字
（
渓
和
会
）　

毎
月

第
１
〜
第
３
水
曜
日
午
前　

時
〜

１０

正
午
、
中
央
公
民
館
で
。入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
月
２
０
０
０
円
。

詳
し
く
は
金
田（
か
な
だ
）�　

・
７

７５

８
０
７（
午
後
６
時
〜
９
時
）へ
。

　

◆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
か
も
め　

毎

週
火
曜
日
午
前　

時
〜
正
午
、
南

１０

部
地
域
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。

詳
し
く
は
田
中
�　

・
６
１
４
３
へ
。

６１

　

◆
ピ
ア
ノ
＆
キ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会

　

月
２
回
、日
曜
日
の
午
前　

時
〜

１０

　

時
半
、中
央
公
民
館
ま
た
は
西
部

１１地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
３
５
０

０
円
。初
心
者
、中
高
年
の
方
歓
迎
。

見
学
自
由
。
詳
し
く
は
松
崎
�　

・
７２

マ
ン
・
キ
ッ
ズ
）　

月
４
回
、午
前　

時
１０

〜　

時
半
、
野
火
止
地
区
セ
ン
タ
ー

１１
ほ
か
で
。
会
費
１
回
７
５
０
円
。
未

就
園
児
と
母
親
が
一
緒
に
な
っ
て
英

語
の
歌
や
ゲ
ー
ム
で
遊
び
ま
す
。
詳
し

く
は
後
藤
�
０
９
０
・
３
８
０
７
・

５
４
５
０
へ
。

　

◆
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
サ
ン
デ
ー

ズ
）
毎
週
日
曜
日
、
市
内
グ
ラ
ウ
ン
ド

ほ
か
で
。
会
費
月
１
０
０
０
円
。
前

年
度
市
内
大
会
で
２
度
優
勝
。詳
し

く
は
江
川
�
０
９
０
・
１
４
０
９
・

３
０
３
８
へ
。

　

◆
第　

回
春
の
美
術
展
（
東
久
留

２０

米
美
術
連
合
会
）　

４
月　

日（
日
）

１０

〜　

日
（
土
）
午
前　

時
〜
午
後
５

１６

１０

時
（　

日
は
午
後
４
時
ま
で
）、
中
央

１６

公
民
館
で
。入
場
料
無
料
。詳
し
く
は

杉
本
�　

・
１
０
１
５
へ
。

７２

　

◆
朗
読
の
会　

４
月　

日
（
日
）

２４

午
後
２
時
か
ら
、
中
央
図
書
館
視
聴

覚
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
無
料
。
出
演
は

朗
読
ひ
ま
わ
り
と
ひ
と
り
芝
居
小
林

繁
。物
語
・エッ
セ
イ
の
朗
読
ほ
か
。詳
し

く
は
平
田
�　

・
４
８
５
４
へ
。

７２

　

◆
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
梅
原

司
平
コ
ン
サ
ー
ト　

東
久
留
米
（
同
実

in

行
委
員
会
）　

４
月　

日（
日
）午
後

１７

１
時
半
開
演（
１
時
開
場
）、中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
。入
場
料
２
５
０
０

円（
高
校
生
以
下
２
０
０
０
円
）。詳

し
く
は
斉
藤
�　

・
８
５
６
８
へ
。

７５

　

◆
民
謡
大
会（
東
久
留
米
市
文
化

協
会
民
謡
連
盟
）　

４
月　

日（
日
）

１０

午
前　

時
開
演
、
中
央
公
民
館
ホ
ー

１０

ル
で
。
入
場
料
無
料
。
日
本
中
の
民
謡

と
民
舞
。詳
し
く
は
�
橋
�
０
９
０
・

７
８
０
７
・
４
６
２
６
へ
。

　

◆「
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ヌ　

愛
の
コ
ン
サ
ー

ト
」（
東
久
留
米
愛
の
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
）　

４
月　

日（
土
）午
後
２

２３

時
開
演（
１
時
半
開
場
）、成
美
教
育

文
化
会
館
で
。
入
場
料
３
０
０
０
円

（
全
席
自
由
）。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
。

申
し
込
み
は
電
話
で
。詳
し
く
は
白
沢

�　

・
７
２
３
５
へ
。

２１

　

◆
色
紙
百
人
展
（
清
径
書
道
会
）

 
会
員
募
集 

 
催　
　

し 

　

年
度
か
ら
の
生
活 

１７支
援
事
業
を
紹
介
し
ま
す

　
　

年
度
か
ら
東
久
留
米
市
高
齢

１７
者
生
活
支
援
事
業
を
次
の
通
り
見

直
し
ま
す
。
こ
の
見
直
し
は　

年
１８

度
に
行
わ
れ
る
介
護
保
険
制
度
の

改
正
に
向
け
、
高
齢
者
の
介
護
予

防
を
重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

◎
生
活
支
援
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

＝
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
自
立
の
認
定

を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら
し
等

の
高
齢
者
で
、
介
護
予
防
の
支
援

が
特
に
必
要
な
方
、
ま
た
は
日
常

生
活
に
支
障
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

方
に
対
し
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
、
家
事
援
助
等
を
行
う
も
の

で
す
。
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
支

援
内
容
は
利
用
者
が
主
体
的
に
行

う
調
理
や
、
洗
濯
な
ど
に
対
す
る

支
援
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
利
用
は
自
立
認
定

を
受
け
て
い
る
方
の
み
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
所
得
税
非
課
税
の
方

を
対
象
に
行
っ
て
い
た
利
用
料
の

減
免
は
、
介
護
保
険
制
度
に
準
じ

て
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

◎
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
＝

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
ひ
と
り
暮
ら
し

等
の
高
齢
者
で
、
自
立
認
定
を
受

け
て
い
る
方
に
介
護
予
防
の
観
点

か
ら
日
常
生
活
の
動
作
能
力
を
想

定
し
つ
つ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
操

や
転
倒
予
防
を
含
め
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
行
い
、
心

身
の
向
上
を
目
的
と
し
た
活
動
を

行
う
も
の
で
す
。

　

４
月
か
ら
、
経
過
措
置
で
あ
る

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
の
利
用
は
廃
止
と
な
り

ま
す
。

　

◎
配
食
サ
ー
ビ
ス
＝
虚
弱
の
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
夫
婦
の

み
の
高
齢
者
世
帯
で
介
護
予
防
の

支
援
が
特
に
必
要
で
あ
る
方
、
ま

た
は
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
方

に
食
事
を
お
届
け
す
る
こ
と
に
よ

り
低
栄
養
予
防
の
ほ
か
見
守
り
、

安
否
確
認
を
行
う
も
の
で
す
。
食

数
に
つ
い
て
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
と
組
み
合
わ
せ
、
原
則
、
週
２

食
の
利
用
と
な
り
ま
す
（
利
用
を

希
望
す
る
場
合
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。ほ

か
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
難
し
く
、

２
食
以
上（
最
大
で
週
４
食
ま
で
）

の
利
用
希
望
の
場
合
も
同
様
で
す
。

　

４
月
か
ら
、
利
用
料
金
が
４
０

０
円
か
ら
５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

◎
機
能
回
復
訓
練
＝
筋
力
向
上

を
目
的
と
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ン
に
よ
る
機
能
訓
練
の
ほ
か
、

個
別
・
集
団
で
の
日
常
生
活
動
作
・

転
倒
予
防
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま

す
。

　

４
月
以
降
も
一
施
設
に
つ
い
て

定
員
９
人
、
３
カ
月
を
一
区
切
り

（
通
年
で
３
ク
ー
ル
）
と
し
た
、
週

２
回
の
利
用
形
式
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
前
後
に
体

力
と
日
常
生
活
に
つ
い
て
の
評
価

を
行
い
ま
す
。
再
度
、
利
用
を
希

望
す
る
方
は
一
定
期
間
（
半
年
以

上
）
を
空
け
、
介
護
予
防
の
観
点

か
ら
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
能

力
）
の
低
下
が
一
定
以
上
認
め
ら

れ
た
場
合
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
対
象
者
は
自
立
か
ら
要

介
護
２
の
認
定
を
受
け
た
方
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
自
立
の
方
は

一
施
設
２
人
ま
で
の
利
用
で
す
。

ま
た
、
経
過
措
置
で
あ
る
定
期
的

な
訪
問
訓
練
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

住
宅
改
修
、
生
活
相
談
等
（
１
回

の
み
の
利
用
）
の
相
談
は
、
今
ま

で
通
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
係
（
内
線
２
５
５
３
〜

２
５
５
７
）
へ
。

東
久
留
米
市
中
部
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が

移

転

し

ま

し

た

　

４
月
１
日
に
中
部
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
が
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
（
幸
町
４
ノ
６
ノ　

）
１５

か
ら
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
シ
ャ
ロ
ー
ム
東
久
留
米
」４
階
フ

ロ
ア
（
南
沢
５
ノ　

ノ　

）
へ
移

１８

３６

転
し
、
電
話
番
号
が　

・
６
０
６

５０

６
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
中
部
地
区

の
高
齢
者
と
家
族
の
暮
ら
し
を
応

援
し
て
い
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
係
（
内
線
２
５
５
３
〜

２
５
５
７
）
へ
。

「
介
護
保
険
料
の
仮
徴
収
の 

お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す

　

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引

き
で
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

に
、
４
月
・
６
月
・
８
月
の
保
険

料
（
仮
徴
収
）
の
お
知
ら
せ
を
送

付
し
ま
す
。
仮
徴
収
保
険
料
の
額

は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
月
の
年
金
で
お

支
払
い
い
た
だ
い
た
額
と
同
額
で

す
。

　
　

年
度
の
介
護
保
険
料
は
７
月

１７

に
決
定
し
ま
す
。
保
険
料
が
決
定

し
た
ら
、
年
間
保
険
料
額
と
仮
徴

収
額
と
の
差
を　

月
・　

月
・
２

１０

１２

月
の
年
金
で
調
整
し
て
支
払
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、　

歳
以
上
の

４０

す
べ
て
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
今
回
お
知
ら
せ

す
る
の
は
、
昨
年
か
ら
介
護
保
険

者ホームヘルパー養成研修日程

講　師科目名（内容）

久留米ケ丘病院院長
の落裕美氏

精神障害者に関する
基礎知識（精神疾患・
障害の特性と治療）、
精神障害入門（精神疾
患の範囲と分類）

零時半
～４時

のぞみの家施設長の
磯部光孝氏

精神障害に関する行
政施策（日本の障害者
の概況）、精神障害に
関する保健・医療福祉
制度（精神障害者福祉
の概要と医療）

前９時
～正午

市障害福祉課保健師
精神障害者に関する
基礎知識（精神疾患へ
の理解）

前１０時
～正午

都多摩小平保健所保
健師

同上（精神障害者の心
理傾向）

後１時
～４時

久留米ケ丘病院医療
ケースワーカーの増
田秋生氏

精神障害者の心理学
的援助法（コミュニ
ケーション技法）

後１時
～４時

東久留米市家族会
精神障害者の家族の
理解

後４時
４時半

当事者精神障害者の心理
４時半
～５時

東久留米市地域生活
支援センターめるく
まーる施設長の渋谷
正氏精神障害者に関する

援助の実際

後１時
３時半

精神障害者ホームヘ
ルパー

３時半
～４時

ほかに実習が２日間あります。
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特
別
障
害
給
付
金
制
度
が 

　

年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

１７
　

国
民
年
金
の
任
意
加
入
期
間

に
加
入
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給

し
て
い
な
い
障
害
を
お
持
ち
の

方
を
対
象
に
、
福
祉
的
措
置
と

し
て「
特
別
障
害
給
付
金
制
度
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
に
な
る
方
は
、
①
平
成

３
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任

意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

（
学
生
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ

る
期
間
に
つ
い
て
の
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）
②
昭

和　

年
３
月
以
前
の
国
民
年
金

６１
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
厚
生

年
金
保
険
等
に
加
入
し
て
い
た

方
の
配
偶
者
。
①
か
②
に
該
当

し
、
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ

た
期
間
中
に
初
診
日
が
あ
り
、

現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の
１
・

２
級
相
当
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
方
で
す
。

　

請
求
書
の
受
け
付
け
は
、
４

月
１
日
か
ら
保
険
年
金
課
国
民

年
金
係
で
開
始
し
ま
す
。
給
付

金
の
支
給
は
、
請
求
書
を
受
け

付
け
た
月
の
翌
月
か
ら
と
な
り

ま
す
の
で
、
給
付
金
を
請
求
す

る
方
は
、　

年
４
月
中
に
請
求

１７

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
５

月
に
請
求
し
た
場
合
は
６
月
分

か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
）。

　

障
害
の
認
定
ま
で
、
過
去
の

受
診
状
況
等
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
、
時
間
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
個
々
の
ケ
ー
ス

に
も
よ
り
ま
す
が
、
支
給
決
定

ま
で
数
カ
月
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
（
支
給
が
決
定
す
れ
ば
、

請
求
月
の
翌
月
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
給
さ
れ
ま
す
）。

　

な
お
、
収
入
や
年
金
受
給
の

状
況
に
よ
っ
て
支
給
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
社
会
保
険

事
務
所
�
０
４
２
２
・　

・
１

５６

４
１
１
ま
た
は
東
京
社
会
保
険

事
務
局
�　

・
５
３
２
２
・
１

０３

６
３
９
へ
。

介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護
福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報

介
護
福
祉
情
報

税
が
非
課
税
の
方
は
「
住
民
税
非

課
税
証
明
書
」
も
持
参
し
て
く
だ

さ
い

　

申
し
込
み
は
満　

歳
を
迎
え
る

７０

月
の
初
日
か
ら
、
次
の
シ
ル
バ
ー

パ
ス
取
り
扱
い
バ
ス
営
業
所
等
で
。

　
【
市
内
パ
ス
取
扱
窓
口
】西
武
バ

ス
株
式
会
社
滝
山
営
業
所
�　

・
７４

２
５
２
５
（
取
扱
時
間
は
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）、同
東
久
留
米
駅

案
内
所
�　

・
９
０
６
１
（
同
午

７２

前　

時
〜
午
後
５
時
）

１０

　

そ
の
ほ
か
の
パ
ス
取
扱
窓
口
は

東
京
バ
ス
協
会
�　

・
５
３
０
８
・

０３

６
９
５
０
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

※
市
役
所
窓
口
で
は
取
り
扱
い

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
高
齢

サ
ー
ビ
ス
係
（
内
線
２
５
５
８
〜

２
５
５
９
）
へ
。

方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
必
ず
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
社
を
退
職
ま
た
は
就
職
し
て

会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
・
喪
失

し
た
と
き
は
合
わ
せ
て
国
民
健
康

保
険
の
加
入
・
喪
失
手
続
き
が
必

精神障害者ホーム
ヘルパー養成研修
（都指定研修）

受講生募集

　

市
で
は
、
精
神
障
害
者
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
事
業
を
社
会
福
祉
法
人

「
椎
の
木
会
」に
委
託
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
現
在　

人
の
方
が
ヘ

１５

ル
パ
ー
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
希
望
者
が
多
く
、

ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
状
況
で

す
。
そ
こ
で
、
次
の
通
り
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
研
修
を
開
催
し

介
護
福
祉
士
も
し
く
は
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
１
･
２
級
の
資
格
取
得
者

ま
た
は
履
修
中
の
方
（
修
了
者
は

ヘ
ル
パ
ー
登
録
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
）

　
【
定
員
】　

人
（
応
募
者
多
数
の

２５

場
合
は
抽
選
）

　
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
４
月　

日
（
金
）

１５

ま
で
に
（
消
印
有
効
）、
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
資
格
・

参
加
の
動
機
を
明
記
し
、
〒
２
０

３－

８
５
５
５
、
市
役
所
障
害
福

祉
課
あ
て
郵
送
を
。
選
考
結
果
は

後
日
通
知
し
ま
す
。

　

※
全
過
程
を
修
了
し
た
方
に
修

了
証
書
を
発
行
し
ま
す
（
研
修
期

間
の
欠
席
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

詳
し
く
は
同
課
�　

・
７
７
４

７０

７
へ
。

ときは　　
手手手手手手手手手手手手手手手手続続続続続続続続続続続続続続続続きききききききききききききききき れなく！

保険

　

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、
満

　

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
、

７０都
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
、
都
電
と

都
内
民
営
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
パ
ス
で
す
。　

４
月
１

日
以
降
は
、
９
月　

日
ま
で
有
効

３０

の
パ
ス
を
発
行
し
ま
す
。

　
【
費
用
負
担
】こ
の
パ
ス
は
申
し

込
み
に
よ
り
発
行
さ
れ
ま
す
が
、

次
の
通
り
費
用
負
担
が
あ
り
ま
す
。

　

▼　

年
度
住
民
税
が
非
課
税
の

１６

方
＝
１
０
０
０
円
▼　

年
度
住
民

１６

税
が
課
税
の
方
＝
１
万
２
５
５
円

　
【
必
要
書
類
】発
行
を
希
望
す
る

方
は
、
こ
の
費
用
負
担
の
ほ
か
に
、

「
健
康
保
険
証
」
な
ど
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
身
分
証

明
書
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
住
民

４
月
以
降
の
発
行
分
は

　
　
　
　
　

９
月
ま
で
有
効

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス

料
を
年
金
か
ら
天
引
き
で
支
払
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
方
で
す
。
納

付
書
や
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
方
に
は
、
７
月
に
保

険
料
が
決
定
し
て
か
ら
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
保
険
係

（
内
線
４
９
１
０
・
４
９
１
１
・
２

５
０
１
）
へ
。
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５
２
２
０
へ
。

　

◆
東
久
留
米
川
柳
同
好
会　

毎

月
第
２
土
曜
日
の
午
後
、中
央
図
書

館
で
。
会
費
月
１
０
０
０
円
。
詳
し

く
は
小
山
�　

・
３
１
９
１
へ
。

７３

　

◆
歌
林
短
歌
会　

毎
月
第
３
水

曜
日
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
、
中

央
図
書
館
で
。
会
費
３
カ
月
３
０
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
中

村
�　

・
９
８
１
３
へ
。

７２

　

◆
カ
ラ
オ
ケ（
歌
謡
ふ
る
さ
と
会
ウ

イ
ン
グ
）　

月
４
回
、木
曜
日
の
午
後

１
時
〜
４
時
、中
央
公
民
館
で
。入

会
金
１
０
０
０
円
、会
費
月
１
５
０

０
円
。初
心
者
、女
性
歓
迎
。詳
し
く

は
小
鮒
�　

・
８
１
０
８
へ
。

７３

　

◆
く
る
め
ダ
ン
ス
同
好
会　

毎
週

月
曜
日
午
後
６
時
〜
９
時
、
市
民

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
２
０
０
０
円
。初
心

者
。
基
礎
中
心
。
詳
し
く
は
藤
田
�

　

・
２
９
３
４
へ
。

７４
　

◆
剣
道
（
東
久
留
米
市
第
二
剣

友
会
）　

毎
週
土
曜
日
が
午
後
６

時
、
日
曜
日
が
午
前　

時
か
ら
、
第

１０

六
小
学
校
体
育
館
で
。
会
費
月
１

０
０
０
円
。小
・
中
学
生
。防
具
な
ど

の
貸
与
可
。
詳
し
く
は
東
垣
外
（
あ

ず
ま
が
き
と
）�　

・
１
８
６
９
へ
。

５８

　

◆
ペ
ン
習
字
（
華
月
会
）　

毎
月

第
１
・
第
３
の
木
曜
・
土
曜
日
午
後

１
時
〜
４
時
、
中
央
公
民
館
で
。会

費
月
１
６
０
０
円
。見
学
歓
迎
。詳

し
く
は
福
原
�　

・
５
９
６
０
へ
。

７１

　

◆
ア
フ
ガ
ン
編
み
美
浦
会　

毎
月

第
１
・
第
３
金
曜
日
午
後
１
時　

分
１５

〜
３
時
半
、中
央
公
民
館
で
。会
費
月

２
０
０
０
円
。初
心
者
、中
高
年
の
方

歓
迎
。詳
し
く
は
小
川
�　

・
８
１
９

７３

２
へ
。

　

◆
楽
し
い
中
国
語
会
話
（ 

好

〈
に
い
は
お
〉
会
）　

月
４
回
、土
曜
日

ま
た
は
日
曜
日
の
午
後
２
時
〜
３
時

半
、中
央
公
民
館
で
。会
費
月
３
５
０

０
円
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
の
テ
キ
ス
ト
使
用
。詳

し
く
は
及
川
�　

・
５
７
２
３
へ
。

７１

　

◆
社
交
ダ
ン
ス（
ビ
ッ
ク
ト
ッ
プ
）　

毎
週
日
曜
日
午
後
６
時
〜
７
時
半

が
初
級
、午
後
７
時
半
〜
９
時
が
中

級
、
福
祉
会
館
で
。入
会
金
１
０
０

０
円
。会
費
１
回
１
０
０
０
円
。初

心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
川
上
�　

・
２２

９
３
６
６
へ
。

　

◆
親
子
で
遊
ぶ
英
語
サ
ー
ク
ル（
マ

　

４
月　

日
（
木
）
が
午
後
１
時
〜

１４

５
時
、　

日（
金
）が
午
前
９
時
〜
午

１５

後
４
時
半
、成
美
教
育
文
化
会
館
で
。

入
場
料
無
料
。清
径
誌
百
号
記
念
と

し
て
。詳
し
く
は
江
崎
�　

・
６
０
７

２５

１
へ
。

　

◆
春
の
柳
窪
ま
つ
り
（
柳
窪
の
環

境
・
景
観
の
保
存
を
考
え
る
会
）　

４

月　

日（
日
）・　

日（
月
）午
後
１
時

２４

２５

〜
５
時
、柳
窪
旧
集
落
界
隈
・
天
神

社
周
辺
で
。
入
場
料
無
料
。
両
日
と

も「
柳
窪
ば
や
し（
市
無
形
重
要
文
化

財
）」
の
見
学
が
で
き
ま
す
。そ
の
ほ
か

に
も
催
し
あ
り
。
詳
し
く
は
奥
住
�

　

・
１
１
７
４
へ
。

７２
　

◆
柳
窪
旧
集
落
・
民
家
の
①
写
生

会
②
特
別
見
学
会
（
東
久
留
米
の
水

と
景
観
を
守
る
会
）　

①
４
月　

日
２４

（
日
）・　

日（
月
）午
後
１
時
半
〜
５

２５

時
、
参
加
費
１
０
０
円
。
②　

日
が

２４

午
後
３
時
か
ら
、　

日
が
午
後
１
時

２５

か
ら
と
３
時
か
ら
、
参
加
費
５
０
０

円
。各
先
着　

人
。申
し
込
み
は
往
復

２５

は
が
き
に
①
②
の
別
・
希
望
日
時
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
２
０
３
―
０
０
４
４
、
柳
窪
２
ノ

　

ノ　

、
奥
住
事
務
所
あ
て
郵
送
を
。

１１

１６

詳
し
く
は
佐
藤
�　

・
６
６
４
８
へ
。

７２

　

◆
東
久
留
米
市
内
の
石
仏
写
真

展
（
写
団
東
久
留
米
）　

４
月
１
日

（
金
）
〜
５
日
（
火
）
午
前
９
時
〜
午

後
７
時
（
１
日
は
午
後
１
時
か
ら
、

５
日
は
午
後
３
時
ま
で
）、ス
ペ
ー
ス
１

０
５
で
。入
場
料
無
料
。詳
し
く
は
高

橋
�　

・
３
７
２
９
へ
。

７３

　

◆
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
市
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
）　

４
月　

日（
日
）

１７

午
前
８
時
か
ら
、
滝
山
球
場
で
。
参

加
費
１
チ
ー
ム
７
０
０
０
円
（
保
険

料
含
む
。
抽
選
会
の
際
に
持
参
を
）
。

抽
選
会
は
９
日
（
土
）
午
後
７
時

か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
詳
し

く
は
赤
羽
根
�　

・
７
１
１
０

７４

（
夜
間
）
へ
。

　

◆
邦
楽
（
三
味
線
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集（
ひ
が
し
く
る
め
邦
楽
企
画
）　

月
５
・
６
回
。
三
味
線
の
指
導
・

演
奏
・
運
搬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
三

味
線
の
ひ
け
る
方
ま
た
は
興
味
の
あ

る
方
。
詳
し
く
は
片
山
�　

・
４

２４

７
０
７
へ
。

 
そ　
の　
他 

国民健康保険の加入・喪失手続きに必要なもの
★国民健康保険に加入するとき

受付窓口手続きに必要なもの事　由

保険年金課
（市役所１階）
または上の
原・ひばりが
丘・滝山の各
出張所

印鑑、被保険者証（一部が加
入するとき）

東久留米市に転入

印鑑、被保険者証（一部が加
入するとき）、資格喪失証明書

会社を退職（会社の健康
保険から外れた場合）

印鑑、生活保護廃止決定通知生活保護の廃止

印鑑、被保険者証（一部が加
入するとき）、年金証書

退職者医療に切り替え
するとき

保険年金課
印鑑、被保険者証（一部が加
入するとき）、母子健康手帳

子どもの出生

★国民健康保険を喪失するとき

保険年金課
（市役所１階）
または上の
原・ひばりが
丘・滝山の各
出張所

印鑑、被保険者証東久留米市から転出

印鑑、被保険者証（国保と会
社の健康保険証の両方）

会社に就職（会社の保険
の被扶養になったとき）

印鑑、生活保護開始決定通知生活保護の認定

印鑑、被保険者証
退職者医療でなくなっ
たとき

保険年金課印鑑、被保険者証死亡

※世帯主本人が手続きをするときは、印鑑の押印が省略できます。

※手続きは１４日以内に行ってください。

開

館

時

間

が 

一
部
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間
を
次
の
通

り
一
部
変
更
し
ま
す
。
夜
間
に
ご

利
用
い
た
だ
く
際
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

▼
前
日
ま
で
に
午
後
７
時
半
以

降
の
時
間
帯
を
含
む
会
議
室
の
使

用
申
請
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
場
合

＝
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
半
（
従

来
通
り
）

　

▼
前
日
ま
で
に
午
後
７
時
半
以

降
の
時
間
帯
を
含
む
会
議
室
の
使

用
申
請
が
な
い
場
合
＝
午
前
９
時

〜
午
後
７
時
半
（
２
時
間
繰
り
上

げ
）

時
間
が
一
般
の
従
業
員
の
４
分
の

３
以
上
あ
る
と
き
は
、
健
康
保
険

や
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
事

業
所
で
あ
っ
て
も
、
従
業
員
が
５

人
以
上
い
る
と
き
も
同
様
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

精神障害者

日　程

午後零
　～

第１回
５月１２日（木） 
市役所７階
７０２会議室

午前
　～

第２回
５月１９日（木）
市役所６階
６０２会議室

午前
　～第３回

５月２６日（木）
市役所７階
７０２会議室 午後

　～

午後
　～

第４回
６月２日（木）
市役所７階
７０２会議室

午後
　～４

午後４
　　～

午後
～３第５回

６月９日（木）
市役所７階
７０２会議室 午後３

　　～

※上記日程の講義のほか

会
社
に
就
職
ま
た
は 

退
職
し
た
ら
国
民 

健
康
保
険
の
加
入
・ 

喪
失
の
手
続
き
を

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
会
社
の

健
康
保
険
等
に
加
入
し
て
い
な
い

保
険
の
加
入
・
喪
失
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
（
手
続
き
に
必
要

な
書
類
な
ど
は
左
表
参
照
）。

会
社
の
健
康
保
険
に 

入
れ
ま
せ
ん
か
？

　

会
社
や
工
場
に
勤
務
す
る
方
や

そ
の
家
族
の
方
は
、
会
社
の
健
康

保
険
や
厚
生
年
金
等
へ
の
加
入
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
社
会
保
険
制
度

で
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き

に
は
必
要
な
保
険
給
付
が
行
わ
れ
、

生
活
を
安
定
さ
せ
る
仕
組
み
が
取

ら
れ
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
や
ア
ル

バ
イ
ト
の
方
で
も
、
勤
務
日
数
や

移
転
１
周
年
記
念
講
座

　

セ
ン
タ
ー
の
移
転
１
周
年
を
記

念
し
て
、
女
性
に
と
っ
て
身
近
で

す
ぐ
役
立
つ
内
容
の
講
座
「
フ
ィ

フ
テ
ィ
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

女
性
は
家
事
・
育
児
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
な
ど
、
多
く
の
労
働
を
担
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
自
分
の

時
間
が
確
保
で
き
な
い
、
再
就
職

の
準
備
が
な
か
な
か
で
き
な
い
な

ど
の
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

本
講
座
で
は
、
講
師
の
考
案
し

た
「
時
間
簿
」
を
用
い
て
、
時
間

の
使
い
方
を
工
夫
し
自
分
ら
し
い

生
き
方
を
実
現
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
び
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
（
事
前
に
「
時
間
簿
」
の
記
入

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）。

　
【
日
時
】
４
月　

日
（
金
）
午
前

２２

　

時
半
〜
午
後
零
時
半

１０
　
【
講
師
】時
間
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
あ

ら
か
わ
菜
美
氏
（
著
書
「
イ
ラ
イ

ラ
し
な
い
マ
マ
に
な
る
時
間
生
み

出
し
作
戦
」）

　
【
対
象
】お
お
む
ね
小
学
３
年
生

以
下
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
女

性

　
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
定
員
】　

人
（
応
募
者
多
数
の

２４

場
合
は
抽
選
）

　
【
受
講
料
】
無
料

　

※
２
歳
〜
未
就
学
児
の
保
育
あ

り
。
８
日
（
金
）
ま
で
に
予
約
を
。

　

申
し
込
み
は
４
月
８
日
（
金
）

ま
で
に
（
必
着
）、
は
が
き
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
に
名
前
・
住
所
・
電
話

番
号
（
フ
ァ
ク
ス
番
号
）・
年
齢
・

保
育
が
必
要
な
方
は
お
子
さ
ん
の

名
前
と
年
齢
を
記
入
し
て
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
。
参
加
の
可
否
は
全
員

に
連
絡
し
ま
す
。

専

門

相

談

を 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
男
女
平
等

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決

　市と東久留米市地域産業振興会議では、地域産業の活性化と

元気で活力あるまちづくりを目指す地域産業振興事業の一環

として、市内を中心としたお店などを紹介する「ＫＵＲＵＭＥ

―ＮＡＶＩ（くるめ・ナビ）２００５」を発刊しました（フルカ

ラー３６㌻）。

　同誌は１１２の店舗・事業所の

耳寄り情報、６つの商店会の

ショッピングマップ、当市の産

業紹介など、東久留米で初めて

総合的に産業を紹介するタウ

ン誌です。公募の編集委員を含

めた編集発行委員会と企画会

社が共同して取材・執筆に当た

り、発行費用は各掲載店などの

広告料と市の公共ページ分負

担により作成されました。

　市民の皆さんや東久留米を

訪れた方が手にとれるように、各公共施設や駅舎などに備える

ほか、新たに市に転入した方にもお渡しします。買い物や飲食、

暮らしのさまざまな場面で、ぜひこの冊子をご活用ください。

　詳しくは産業振興課�７０・７７４３へ。

お
と
な
の
女
性
の 

フ
ィ
フ
テ
ィ
塾 

「
わ
た
し
時
間
の

つ

く

り

方

」

産業情報誌
ＵＲＵＭＥ－ＮＡＶＩ 発刊！ＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫＫ

お店や会社など
の情報が満載

くるめ・ナビの表紙

ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
研
修
を
開
催
し

ま
す
。
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
心

の
あ
る
方
、
ま
た
は
今
後
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
従
事
し
て
み
た
い
方

は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
日
程
等
】
下
表
参
照

　
【
対
象
】
市
内
在
住
･
在
勤
で
、

ん
の
で
、
職
場
の
担
当
者
や
管
轄

の
社
会
保
険
事
務
所
等
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
社
（
法
人
）
に
該
当

す
る
も
の
と
し
て
は
、
公
・
私
法

人
、
営
利
法
人
や
公
益
法
人
、
社

団
法
人
、
財
団
法
人
を
問
い
ま
せ

ん
。
一
般
的
に
、
商
法
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
会
社
で
、
社
会
福
祉
法

人
、
医
療
法
人
、
学
校
法
人
等
の

特
殊
法
人
や
公
法
人
で
あ
る
都
道

府
県
、
市
区
町
村
の
地
方
公
共
団

体
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

各
種
問
い
合
わ
せ
は
次
の
通
り

で
す
。

　

▼
社
会
保
険
（
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
）
に
関
す
る
こ
と
＝
武
蔵

野
社
会
保
険
事
務
所
�
０
４
２

２
・　

・
１
４
１
１
▼
労
働
基
準
・

５６

労
災
に
関
す
る
こ
と
＝
三
鷹
労
働

基
準
監
督
署
�
０
４
２
２
・　

・
４８

１
１
６
１
▼
労
働
問
題
に
関
す
る

こ
と
＝
三
鷹
労
政
事
務
所
�
０
４

２
２
・　

・
６
１
１
０
へ
。

４７

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
�　

・
７
７
３
２
へ
。

７０

の
た
め
、
次
の
通
り
専
門
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
費

用
は
無
料
。
予
約
制
で
す
。

　

▼
女
性
の
悩
み
ご
と
相
談
＝
自

分
自
身
の
生
き
方
、夫
婦
・
親
子
な

ど
家
族
関
係
、女
性
に
対
す
る
暴

力
、職
場
や
地
域
の
人
間
関
係
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、女
性
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
面
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日
時
は
毎
週
月
曜
日（
祝
日

を
除
く
）午
後
１
時
半
〜
３
時
半

　

▼
女
性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相

談
＝
離
婚
を
は
じ
め
、
夫
婦
や
親

子
の
こ
と
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
、

働
く
こ
と
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
や
疑
問
な
ど
、
法
律
上
の
問

題
で
お
悩
み
の
と
き
、
女
性
弁
護

士
が
面
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
日
時
は
毎
月
第
一
金
曜
日
の
午

前
９
時
半
〜
午
後
零
時
半　

走
行
は
し
な
い
よ
う
家
族
全
員
で

習
慣
付
け
ま
し
ょ
う

　

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

＝
自
動
車
に
乗
っ
た
ら
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

正
し
く
着
用
す
る
習
慣
を
付
け
ま

し
ょ
う

運
転
者
講
習
会
を
開
催

　
【
日
時
】
４
月
２
日
（
土
）
午
後

７
時
〜
８
時

　
【
会
場
】
中
央
図
書
館
視
聴
覚

ホ
ー
ル

　
【
内
容
】田
無
警
察
担
当
官
に
よ

る
交
通
安
全
の
講
話
、
映
画
上
映

　
【
持
ち
物
】運
転
者
講
習
カ
ー
ド

　

詳
し
く
は
田
無
警
察
署
�　

・
６７

０
１
１
０
ま
た
は
市
地
域
政
策
課

都
市
交
通
係
�　

・
７
７
６
４
へ
。

７０

４
月
６
日
〜　

日
の
期
間

１５

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４

月
６
日
（
水
）
〜　

日
（
金
）
の

１５

　

日
間
、「
お
も
い
や
り
〜
人
に
車

１０に
〜
こ
の
街
に
」
を
メ
ー
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

同
運
動
の
重
点
項
目
は
次
の
通

り
で
す
。

　

▼
子
供
と
高
齢
者
の
事
故
防
止

＝
外
出
時
に
は
、
信
号
を
守
る
こ

と
や
交
通
ル
ー
ル
を
家
族
で
確
認

し
合
う
習
慣
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

▼
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
推
進

＝
普
段
か
ら
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
語
り
合
い
、
二
輪
車
を
運
転
す

る
と
き
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
や
無
理
な
追
い
越
し
を
し
な

い
な
ど
、　

家
族
が
一
声
掛
け
や

注
意
を
喚
起
し
ま
し
ょ
う

　

▼
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
＝

夜
間
の
無
灯
火
や
二
人
乗
り
、
歩

道
で
の
暴
走
な
ど
危
険
･
迷
惑
な

《男女平等推進センター》火曜日休館
住所：〒２０３－００５３、本町３－９－１－１０２
電話：７２・００６１　ファクス：７２・００５３
メールアドレアス：fifty2@higashikurume-city.jp

男女平等推進センター

このようなとき
手手手手手手手手手手手手手手手手続続続続続続続続続続続続続続続続きききききききききききききききき手続きをお忘れ

国民健康保

フィフティ  情報２


